
電気職の業務内容紹介

令和５年度



電気職の主な配属先（１）
建築課

南部・北部流域下水道事務所

企業庁 etc…

土木交通部や琵琶湖環境部などに属する部局。

主な業務内容としては設備管理や、下水処理設備、県有施設

（庁舎、県立高校など）工事の計画・設計・発注・監理を行います。

電気職の職員の配属先としては、最も配属人数の多いグループです。



電気職の主な配属先（２）
モノづくり振興課

計量検定所

工業技術総合センター etc…

商工観光労働部に属する部局。

主に県内企業の各種産業振興や電子情報分野の研究など、

企業向けの業務を行います。

電気職の中でも、どちらかというと”電子”寄りな配属先です。



電気職の主な配属先（３）

防災危機管理局

総務課

ＤＸ推進課 etc…

庁舎設備管理やシステムやネットワークの運用管理など、

幅広い範囲の業務を行います。

電気職の職員は少なめですが、「縁の下の力持ち」のような

配属先です。



金亀公園第１種陸上競技場のLED照明
と

キュービクル盤

びわこボートレース場の自家発電設備



下水処理の電気設備

湖南中部浄化センター（草津市）

自家発電設備更新工事（中継ポンプ場）

中央監視装置（浄化センター）



電気職としてのやりがい

通信・弱電・動力など電気に関わるさまざまな業務に

携われる！もちろん電気以外の知識も知ることができる！

県の仕事の中でも

形に残るような仕事を任されることが多い！

様々な仕事に影の立役者として携われる！


